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晩
秋
の
山
河
に
余
生
重
ね
た
り	

波
多
野
す
み
枝

　
　
　
　
　
　

山
は
紅
葉
に
染
ま
り
秋
は
山
粧
う
の
で
あ
る
。
≪
晩
秋
≫
は
淋
し
を
思
わ
せ

　
　
　
　
　

る
が
、
作
者
は
逆
に
里
の
秋
を
楽
し
み
つ
つ
永
き
人
生
を
回
想
し
想
い
に
ふ
け

　
　
　
　
　

る
の
で
あ
る
。
≪
余
生
重
ね
た
り
≫
で
充
分
す
ぎ
る
年
輪
を
感
じ
る
佳
句
で
す
。

　
　
　
　
　

高
齢
化
の
現
状
で
共
鳴
す
る
読
手
は
多
い
事
と
思
う
。

	

新
井
た
か
志　

選
評

晩
秋
や
登
り
詰
め
た
る
髙
尾
山	

有
賀　

孝
子

御
神
木
触
り
て
熱
き
秋
彼
岸	

瀬
戸　

悦
子

晩
秋
や
亡
き
友
の
文
読
み
返
す	

下
澤　

操
子

晩
秋
や
無
常
に
落
つ
る
鳥
の
影	

奥
津
ち
わ
き

渾
身
の
空
渾
身
の
曼
珠
沙
華	

遠
藤
ま
つ
子

新
米
を
蔵
に
納
め
て
旅
計
る	

遠
藤
マ
ツ
エ

さ
り
げ
な
く
卓
に
夜
食
と
メ
モ
添
へ
て	

遠
藤
シ
ヅ
子

夜
食
後
の
た
ば
こ
一
服
至
福
な
る	

遠
藤
美
津
子

晩
秋
の
風
の
音
に
も
こ
こ
ろ
揺
れ	

濱
本　

主
雄

照
り
降
り
の
大お
お

字あ
ざ

小こ

字あ
ざ

末す
え

の
秋	

新
井
た
か
志

漬つ
け

梅う
め

を
庭
い
っ
ぱ
い
に
干
す
女ひ

と

の

　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
三
晩
が
う
ま
さ
の
秘
訣
と			

杉
本
シ
ズ
子

　
　
　
　
　
　

梅
干
し
作
り
は
、
手
間
暇
を
か
け
る
。
最
終
段
階
を
迎
え
、
漬
梅
を
三
日
三

　
　
　
　
　

晩
干
す
が
、
そ
の
仕
方
は
長
年
の
経
験
が
も
の
を
い
う
。
歌
中
の
女
性
は
、
充
分

　
　
　
　
　

心
得
て
お
り
、
今
年
も
う
ま
い
梅
干
し
の
生
産
を
期
待
さ
せ
る
と
捉
え
た
。

早
よ
来
い
と
下
校
の
児
ら
に
誘
は
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

東
に
大
き
な
虹
を
み
て
を
り	

吉
田　

志
麻

　
　
　
　
　
　

下
校
す
る
児
童
ら
に
誘
わ
れ
、
虹
を
共
に
見
て
い
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
情
景
。

　
　
　
　
　
「
動
か
ら
静
へ
」
の
場
面
の
変
化
、「
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
」
で
意
気
投
合
す
る
作
者

　
　
　
　
　

の
様
子
ま
で
も
理
解
で
き
る
。
事
実
を
詠
み
連
ね
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

※
阿
吽
の
呼
吸
＝
二
人
以
上
が
一
緒
に
あ
る
物
事
を
す
る
と
き
の
相
互
の
微
妙
な
調
子

　
　
　
　
　
　

や
気
持
ち
。

背
す
じ
伸
び
歩
幅
は
広
く
ビ
ル
を
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
の
企
業
戦
士
ら			

辻
岡　

洋
子

　
　
　
　
　
　

出
社
後
の
企
業
戦
士
達
が
、
外
回
り
に
向
か
う
時
の
様
子
を
活
写
し
た
秀
歌
。

　
　
　
　
　

ス
ー
ツ
を
着
こ
な
し
、「
上
の
句
」
の
描
写
か
ら
は
、
自
信
に
溢
れ
一い

っ

斉せ
い

に
踏
み 

　
　
　
　
　

出
し
て
、『
今
日
も
頑
張
る
ぞ
』
の
意
気
込
み
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

  	

近
藤　

正
臣　

選

図書室だより（11月)
町民センター３階

【開室時間】火～金曜日　10：00～20：30　
　　　　　　土・日曜日　10：00～17：00
【休 室 日】毎週月曜日
                  ※３日・24日はポストは使えません※貸し出し冊数は４冊まで、期限は２週間です

今月のこの１冊 新しく購入した図書（主なもの）

みんな集まれ！おはなし会

毎月１日は、【開成ファミリー読書デー】
家族みんなで本を読もう！

●家庭・地域・学校などでの読書活動を推進するため、
開成町では毎月１日を「開成ファミリー読書デー」にし、
読書活動を推進します。

◇子どもの広場
　内　容　　「おはなのモビール」をつくります 1
　日　時　　11 月 15 日㈯ 10：00 ～
　持ち物　　はさみ
　対　象　　5 歳（保護者同伴）～
　場　所　　町民センター２階　小会議室 A
　　申し込みは直接図書室へ　　又は、☎ 82-5221

◇おはなし会（第２土曜日、第３水曜日）
　日　時　11 月 8 日㈯　10：30 ～
　　　　　11 月19日㈬　15：00 ～　　
　場　所　町民センター３階図書室　　
　　申し込みはいりません　　　　　　　

かたづの！
　　　中

な か

島
じ ま

　京
きょう

子
こ

　著

　八戸南部氏20代当主直政は若くして死去し、幼い
嫡男も直後に亡くなる。お家断絶の危機を救うため、
直政の妻・祢々（ネネ）は、自ら家督を継ぎ女大名
となった。八戸を手中にしたい南部宗家・利直は謀
略をめぐらせるが、女大名は家
臣や領民を守るために立ち向う。
　祢々が可愛がっていた一本角
のカモシカ「かたづの」の一人
称で物語は語られる。
　実在した女大名を守るため、
かたづのをはじめ東北地方伝承
の生きものたちも登場する。

●　一　般　書　●
・歌舞伎町ダムド	 誉

ほ ん

田
だ

哲
て つ

也
や

・私家本椿説弓張月	 平
ひ ら

岩
い わ

弓
ゆ み

枝
え

・フォルトゥナの瞳	 百
ひゃく

田
た

尚
な お

樹
き

・きょうのできごと、十年後	 柴
し ば

崎
ざ き

友
と も

香
か

・アイネクライネナハトムジーク	 伊
い

坂
さ か

幸
こ う

太
た

郎
ろ う

・阿蘭陀西鶴	 朝
あ さ

井
い

まかて
・炎を薙ぐ	 池

い け

永
な が

　陽
よ う

●　児　童　書　●
・鹿の王	 上

う え

橋
は し

菜
な

穂
ほ

子
こ

・文学少年と運命の書	 渡
わ た

辺
な べ

仙
せ ん

州
しゅう

・風味さんじゅうまる	 まはら三
み

桃
と

・あなのはなし	 二
ふ た

見
み

正
ま さ

直
な お

・わたしの心のなか	 シャロン・M.ドレイパー

　

御お
ん

嶽た
け

山さ
ん

の
噴
火
に
よ
り
、
今
後
は

富
士
山
箱
根
山
の
噴
火
対
策
が
注

目
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
月
は
富
士
山

の
地
下
の
し
く
み
を
ま
と
め
て
み

ま
す
。

　

別
図
の
プ
レ
ー
ト
と
は
地
下
の
巨

大
な
岩
の
板
、
ト
ラ
フ
と
は
二
つ
の

プ
レ
ー
ト
の
境
目
に
あ
る
不
安
定
な

溝み
ぞ

で
す
。
富
士
山
に
は
西
か
ら
ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
、
東
か
ら
北
米
プ

レ
ー
ト
、
そ
の
二
つ
の
下
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
も
、
も
ぐ
り
こ
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
相
模
ト
ラ
フ
は
自

分
の
溝
の
上
に
国
府
津
松
田
断
層

（
地
層
の
ず
れ
）
を
、
駿す

る

河が

ト
ラ
フ

は
富
士
川
河か

口こ
う

断
層
を
と
も
に
お
ん

ぶ
し
た
ま
ま
、
富
士
山
に
達
っ
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
富
士
山
に
は
三
つ
の

プ
レ
ー
ト
、
二
つ
の
ト
ラ
フ
、
二
つ

の
断
層
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
く
せ

者
た
ち
が
こ
ん
な
に
集
ま
っ
て
い
る

た
ま
り
場
は
、
陸
地
で
は
世
界
で
も

こ
こ
だ
け
で
す
。

　

最
近
の
研
究
で
は
、
相
模
ト
ラ
フ

は
北
に
、
駿
河
ト
ラ
フ
は
西
に
動
き
、

そ
の
裂さ

け
目
は
か
な
り
深
く
ま
で
入

り
こ
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
地
下
の

マ
グ
マ
（
溶と

け
た
岩
石
）
は
噴
火
の

出
口
と
な
る
裂
け
目
を
、
い
つ
も
不

気
味
に
探
し
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
富

士
山
の
マ
グ
マ
に
は
暴あ

ば

れ
ん
坊
の
安あ

ん

山ざ
ん

岩が
ん

系
の
白
灰
と
、
や
や
お
と
な
し

い
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

系
の
黒
灰
が
あ
り
ま
す
。

　

富
士
山
は
い
ま
も
活
動
中
の
全
国

百
十
の
活
火
山
の
一
つ
で
す
。
も
し

噴
火
が
あ
れ
ば
、
場
所
は
山
頂
か
横よ

こ

斜し
ゃ

面め
ん

か
、
水
蒸
気
の
爆
発
か
マ
グ
マ

の
噴
火
か
、
灰
は
白
か
黒
か
、
そ
の

時
に
地
震
は
ど
う
か
な
ど
、
相
手
は

自
然
で
す
の
で
い
つ
も
気
く
ば
り
と
、

も
し
も
の
備
え
が
大
切
で
す
。

（
文
化
財
保
護
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
東
亜
）

開成町と富士山
富士山が世界文化遺産に登録されたことに合わせて、
「開成町と富士山」シリーズを連載しています。おたのしみください。

富
士
山
の
噴
火

（その8）
レポート子育て支援情報

“すくすくルーム”って楽しいよ！

　子どもたちとの
出会いから早くも
半年が経ちました。
　4月、すくすく
ルームでは保護者
の方と離れる時に
少し不安な表情を
見せていた子ども
たち。その不安な
気持ちは、保護者
の方もきっと同じだったことと思いますが、毎回笑
顔で送ってきてくださいます。今では、友だちの名
前を覚えて一緒に楽しく遊んでいます。

　開成駅東口にある駅前第2公園には、小田急電鉄
㈱のロマンスカー3100形の車両が設置されています。
内部は改修されていますが、運転席や座席の一部は、
当時のものを残しています。公開日には自由に中に入
れますので、ぜひお子さんを連れてお出かけください。
公開日　毎月、第2・第4日曜日	
　　　　※夏期（7月21日～8月31日）は毎日公開	
時　間　10時～15時まで
その他　雨天などにより公開を中止することがあります。
問　街づくり推進課　
　　☎84-0321

駅周辺のシンボル
ロンちゃん

問　教育総務課　☎82-5221

問　開成幼稚園　☎82-4247

シャボン玉遊びの様子

富士山周辺のプレートとトラフ
『小田原市史・自然』より（一部改）

ロンちゃんの愛称は
一般応募（県内在住
453人、235種類の案）
から選ばれました。

ユーラシア
プレート

フィリピン海プレート富士川河口断層を
おんぶ

国府津松田断層をおんぶ
相模トラフ

駿
河
ト
ラ
フ

△
△
△

富士山

箱根

丹沢山

小田原

北米プレート
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